
デジタル活用による儲かる経営づくり 

「今日できることから」で DX は成功する 

最終回 

 

 本連載ではここまで、中小企業の業務の電子化やクラウド化、デジタルトランスフォーメ

ーション（DX）などに言及してきた。しかし、どれだけ良い内容を知ったとしても実行し

なければ絵に描いた餅に過ぎない。では、具体的に何から着手すれば良いだろうか。 

 これは異国語の学習に似ている。基本の文法やローマ字を覚え、そこからいち早く話せる

ようになるには、子ども同士のお喋りのような簡単な会話から練習すれば良いだろう。これ

は DX にも共通することで、私は常に「目の前の低いハードルから順に飛び越えよ」と伝え

ている。 

◆ 

 経理業務ではどうやって DX を進めるべきだろうか。「仕訳を AI で自動化したい」「予算

実績管理を自動化したい」など、大々的に改善したくなるのが人間の性だろう。しかし、テ

ンキーを駆使したアナログな経理の歴史が長ければ長いほど、新しいシステムへの移行作

業に抵抗する人間も増える。 

 では、経理における「低いハードル」とは何だろうか。ここからは発想の勝負で、観察力

が物を言う。 

 経理の仕事は多岐にわたる。例えば、「お金を銀行から振り込む」という作業は、経理担

当者が請求書を紙で受け取る→支払一覧カレンダーを作る→銀行から１件ずつ振り込む→

会計ソフトへ仕訳を入力する、と、これだけ工程がある。ミスが許されないためそれなりに

負担となるだろう。 

 しかし、この債務管理、支払管理の領域だけでも様々なクラウドツールが存在する。代表

的なもので、「invox」「LayerX invoice」「Sweeep」などがある。債務を一元管理するだけで

なく、スキャンによる文字解析など入力補助機能も搭載されている。会計ソフトをいきなり

替えることより、アナログな工程を一つずつデジタルに置き換える方が余程簡単なはずだ。 

 「支払い程度の効率化だけでは、抜本的に生産性が上がらないのでは」という意見もある

だろう。経理全体のデジタル化を“一気に”、“ガラッと”進めたくなる気持ちも分かる。しか

し、基幹部分にいきなりメスを入れる心の準備が、経理部長・担当者含めて整っているだろ

うか。まずは経理担当者に「私にも DX ができた」「DX って大事だね」「生産性が上がると

幸せだな」という当たり前の感覚を経験させなければ、本丸の改革に着手する土壌は整わな

いと考えた方が良い。 

◆ 

 今日からできることをおさらいしよう。まずは、課題を整理し、解決のアクションプラン

を書き出すこと。ここでは数を出せるかが勝負だ。課題を出し切ったら、解決のハードルが

低い順から並べる。たとえ些細な改革に見えても、最初は簡単なことからなすべきである。 



 経理の本質は事務作業ではなく、経営者に会社の状況をリアルタイムに報告し、経営者に

意思決定やアクセルを踏むタイミングを示唆することにある。経理の効率化によって単純

作業から解放され、「事務部門」から「数字を使った経営者のアシスト部門」へと生まれ変

わることができるはずだ。 

 DX は一日にしてならず。DX は経営者一人の力では成されず。あなたの未来は、目の前

の、ほんの砂粒ほどの些細な改善が鍵を握る。 

（つづく株式会社社長 井領 明広） 


